
北陸新幹線関係

埋蔵文化財包蔵地調査報告 (8)

水橋上砂子坂遺跡    小竹貝塚
水橋金広中馬場遺跡   下老子笹川遺跡
新堀西遺跡       江尻遺跡
呉羽富田町遺跡     開待大滝遺跡
北代シャクドジ遺跡   下川原遺跡

2008杢F3月

財団法人富山県文化振興財団

埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所

富 山 県 文 化 振 興 財 団

埋蔵文化財発掘調査報告第40集



序

北陸新幹線は、東京と富山を短時間で結ぶ、富山県民の夢と期待が込められ

た新幹線鉄道です。現在、長野から金沢までの工事が進められております。

当財団では、北陸新幹線の建設に先立って、その予定地内で埋蔵文化財の確

認調査を平成 8年度から実施してまいりました。

今年度は、県東部の富山市、県西部の高岡市、小矢部市の3市で、10箇所の

確認調査を行いました。その結果、富山市水橋金広中馬場遺跡では中世の遺構

を、富山市新堀西遺跡では弥生時代から古墳時代の遺構 。遺物を確認しました。

高岡市下老子笹川遺跡では弥生時代から中近世の遺構・遺物を、高岡市江尻遺

跡では弥生時代の遺構 。遺物を確認しました。また、小矢部市下川原遺跡では

弥生時代の遺構 。遺物を確認し、本年度中に本調査を実施いたしました。

こうした調査成果をまとめた本書が、今後、埋蔵文化財保護の基礎資料にな

れば幸いです。

最後に、調査の実施にあたり格別のご協力とご配慮をいただきました関係機

関及び各位に厚くお礼を申し上げます。

平成20年 3月

財団法人富山県文化振興財団

埋 蔵 文化財 調査 事 務 所

所 長  岸 本  雅 敏
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本書は平成19年度に富山市水橋上砂子坂遺跡・水椅金広中馬場遺跡 。新堀西遺跡・呉羽富田町遺

跡・北代シャクドジ遺跡・小竹貝塚、高岡市下老子笹川遺跡 。江尻遺跡・開待大滝遺跡、小矢部

市下川原遺跡で実施した埋蔵文化財包蔵地の確認調査報告書である。

調査は富山県教育委員会の決定に基づき、財団法人富山県文化振興財団が独立行政法人鉄道建

設・運輸施設整備支援機構 (鉄道・運輸機構)か らの委託を受けて実施した。

調査は財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所が実施した。調査員は次の通りである。

調査第一課主任 高柳由紀子 同文化財保護主事 朝田 要
調査第二課課長 河西健二 同チーフ 森 隆 同主任 青山 晃・細辻真澄
同埋蔵文化財技師 泉 英樹
本書の編集は細辻、執筆は森・青山・細辻が行った。

遺物写真の撮影は調査第一課チーフ 島田美佐子が行った。
出土遺物及び記録資料は、埋蔵文化財調査事務所が一括して保管している。
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置
Ｔ
上 と環境

本年度、包蔵地確認調査を実施したのは、富山市所在の水橋上砂子坂遺跡・水橋金広中馬場遺跡・

新堀西遺跡・呉羽富田町遺跡・北代シヤクドジ遺跡 。小竹貝塚、高岡市内所在の下老子笹川遺跡 。江

尻遺跡 。開辞大滝遺跡、小矢部市内所在の下川原遺跡の 3市 10箇所である。これらの各調査区のうち

富山市水橋上砂子坂遣跡は上市川の右岸に位置している。水橋金広中馬場遺跡は常願寺川の下流部に

形成された扇状地の扇端部に位置し、白岩川の右岸に立地する。新堀西遺跡は白岩川の左岸に立地し、

舟橋村の南に隣接する。呉羽富田町遺跡・北代シヤクドジ遺跡・小竹貝琢は、呉羽山丘陵から弧状に

張り出した緩傾斜面のほぼ先端部に位置する。高岡市下老子笹川遺跡は、高岡市の南端と旧福岡町の

北端にまたがって所在し、南北約1.8km。 東西約700mと 南北に長く、全体の面積は約 lMに も及ぶ巨

大な遺跡である。江尻遺跡 。開辞大滝遣跡は、小矢部川と岸渡川と荒又川に挟まれた平地に立地する。

標高は富山市水椅上砂子坂遺跡・水橋金広中馬場遺跡・新堀西遺跡は標高 8～ 9m前後を測る。呉羽

富田町遺跡と北代シャクドジ遺跡は14～ 15m前後、小竹貝塚は3mである。高岡市下老子笹川遺跡・

江尻遺跡・開待大滝遺跡は19～ 23m前後を測る。小矢部市下川原遺跡は33m前後である。

Ⅱ 調査の経緯

北陸新幹線の建設が計画されたことに伴い、昭和60年度と平成 7年度に富山県教育委員会の文化課

(現県生涯学習・文化財室)・ 富山県埋蔵文化財センターが実施した分布調査によって、路線内に30箇

所 (県東部19箇所 。県西部11箇所)の埋蔵文化財包蔵地が確認された。さらに平成14年度に富山県埋

蔵文化財センターが主体となった分布調査では、新たに県東部で 4箇所の埋蔵文化財包蔵地が追加確

認された。これを受けて、平成 8年度には小矢部市下川原遺跡の調査を実施した。平成11年度以降は、

県東部から包蔵地確認調査を順次実施しており、平成13年度新黒部・富山間の工事認可が下りるとと

もに、工事着工の急がれる新黒部以東においては、竹ノ内Ⅱ遺跡、柳田遺跡、下山新東遺跡、若栗中

村遺跡などの発掘調査を実施している。

本年度は、東から富山市水橋上砂子坂遺跡・水橋金広中馬場遺跡 。新堀西遺跡・呉羽富田町遺跡・

北代シヤクドジ遺跡・小竹貝琢、高岡市下老子笹川遺跡 。江尻遺跡 。開待大滝遺跡、小矢部市下川原

遺跡を対象に包蔵地確認調査を実施した。以下、平成19年度に実施した包蔵地確認調査の概要を記す。

調査結果一覧

遺跡名 調査期間 (実働日数) 対象面積 掘削面積 遺跡の有無 調査員

水橋上砂子坂遺跡 H19,10,16～ 19(4 日) 11,110ぽ 360コ〆 征
【

高柳・細辻

水橋金広中馬場遺跡 H19.9.6(1日 ) 800nF 40♂ 有 (中世) 森・泉

新堀西遺跡 H19。 10。 22・ 23 (2日 ) 5,370nF 233B『 有(弥生～古墳) 細辻・泉

呉羽富田町遺跡 H19。 11.26(1日 ) 750nド
２
ｍ，ｒ 征

【
1可西・細辻北代シャク ドジ遺跡 H19。 11.26・ 12.4(2日 ) 410♂ 7ぽ 鉦

い
小竹貝塚 H19.11.1(1日 ) 1,620nド 16〆 征

【
下老子笹川遺跡 H19,11.8～ 15(6日 ) 25,500n「 892D〆 有(中近世・弥生)

細辻・朝田江尻遺跡 H19。 11.19(1日 ) 950n〆 24ar 有 (弥生)

開諄大滝遺跡 H19.11.19(1日 ) 900日『 45て 征
【

下川原遺跡 H19.8。 22～ 24(3日 ) 1,860nド 81♂ 有 (弥生) 河西・青山
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第 2図  富山市水橋上砂子坂遺跡・水橋金広中馬場遺跡 。新堀西遺跡位置図

第 1図  調査遺跡位置図
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第 3図 富山市呉羽富田町遺跡。北代シャクドジ遺跡・小竹貝塚位置図

第 4図  高岡市下老子笹川遺跡・江尻遺跡 。開諄大滝遺跡位置図
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第 5図  可ヽ矢都市下川原遺跡位置図
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Ⅲ 調査の概要

1.富山市水橋上砂子坂遺跡

(1)調査方法

水橋上砂子坂遺跡は、上市川の左岸に近い位置にある。対象地の現況は水田耕作地と畑である。標

高は約7.5mを 測る。調査は幅約1.5m、 長さ5～50mの掘削溝を調査対象地区内に設定し重機による

掘り下げをおこなった。次いで人力により平面・断面の精査を行い遺構 。遺物の有無、遺存状況の確

認をした。 トレンチは東側からTl、 T2、 T3と なる。

(2)調査結果

基本層序は、ほ場整備時の削平の程度により異なるが、堆積層の残 りの良いトレンチで以下のよう

になる。 I層 :現況である水田の耕作上、Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト、Ⅲ層 :噂灰責色砂となる。遺物

は耕土から近世陶磁器等の小破片を検出したのみである。遺構の検出はなく、この調査範囲での本調

査の必要性は認められない。以下に各 トレンチの層序の概要について簡単に記す。

T8:I層 :現耕作土 (層厚約50cm)、 Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト (層厚約10cm)、 Ⅲ層 :暗灰黄色砂。

出土遺物はⅡ層から近世陶磁器を2点確認している。遺構の検出はなかった。

T9:I層 :現耕作土 (層厚約40c14)、 Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト (層厚約20cm)、 Ⅲ層 :暗灰黄色砂。

遺構 。遺物の検出はなかった。

T10:I層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト (層厚約30cm)、 Ⅲ層 :暗灰黄色砂。

遺構・遺物の検出はなかった。

T■ :I層 :現耕作土 (層厚約15cm)、 Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト (層厚約10c14)、 Ⅲ層 :暗灰黄色砂。

遺構 。遺物の検出はなかった。

T12:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト (層厚約15cm)、 Ⅲ層 :暗灰黄色砂。

遺構 。遺物の検出はなかった。

T13:I層 :現耕作土 (層厚約35m)、 Ⅱ層 :責灰色シルト (層厚約25cm)、 Ⅲ層 :噂灰責色砂。遺

構・遺物の検出はなかった。

T14:I層 :現耕作土 (層厚約10cm)、 I層直下は削平され黄灰色シル ト、オリーブ褐色粘質シル

トなどが堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。出土遺物は耕作土から弥生土器を2点確認

している。遺構の検出はなかった。

T15～ T20:現耕作土 (層厚約20cm)、 I層直下は削平され責灰色シル ト、オリーブ褐色粘質シル

ト、黄褐色砂質シルトなどが堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はな

かった。

2.宮山市水橋金広中馬場遺跡

(1)調査方法

A3地区の西側に隣接した畑地が対象地で、そのほぼ中央にトレンチを一本設定し、掘削をおこな

った。

(2)調査結果
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I層 :耕土、Ⅱ層 :責褐色質土 (床土 )、 Ⅲ層 :黄灰色シル ト質土層の地山となる。Ⅲ層上面で数

力所の散在する土坑やピット状遺構を検出した。東側のA3地区では堀で囲われた中世の建物群が本

年調査されており、本対象地もこれに続 く遺構が広がつているものと判断できる。これにより平面積

にして800♂について本調査が必要と認められる。

3日 富山市新堀西遺跡

(1)調査方法

今年度に本調査を実施した対象地の西隣に、幅約1.6m、 長さ15～ 80mの トレンチを4本設定した。

標高はT4と T6は約8.2m、 T5と T8は8.5mである。

(2)調査結果

調査地の基本層序は、ほ場整備時の削平の程度により異なるが、堆積層の残りの良いトレンチで以

下のようになる。I層 :現況である水田の耕作土、Ⅱ層 :古墳遺物包含層、Ⅲ層 :古墳遺構面、Ⅳ層 :

地山となる。T5のみで、土坑 。溝などの遺構を確認した。T4は T5よ り標高力謝Ocm低 く、耕土直

下はほ場整備による削平をうけている。T4の南側は標高が高く、検出面が残っている可能性が高い

ため本調査の対象となる。このことからT5の水田部分約100mの 区間、平面積にして900♂について

本調査が必要と認められる。以下に各 トレンチの層序の概要について簡単に記す。

T4:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 Ⅲ層 :にぶい責色粘土 (層厚約 5 cm)、 Ⅲ層直下は灰黄色砂
と粘上の互層が lm堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

T5:I層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅱ層 :黄褐色粘質シルト (層厚約35cm)、 Ⅲ層 :にぶい黄色

粘土 (層厚約30cm)、 Ⅵ層 :責灰色粘質シル ト。出土遺物は耕作土から珠洲を2点、包含層から土師

器を2点確認している。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝などを検出した。

T6:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 I層直下は黄灰シル トと黒褐色粘上の互層が lm堆積する。

漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

T8:I層 :現耕作土 (層厚約35cm)、 Ⅵ層 :責灰色粘質シルト (層厚約20cm)、 Ⅳ層直下は黄灰シ
ルトと黒褐色粘上の互層が80m堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出は

なかった。

4.富山市呉羽宮田町遺跡

(1)調査方法

呉羽富田町遺跡は、重機の進入が困難であつたため、全て人力掘削で行った。幅、長さともに 1～

2mの トレンチを4本設定した。標高はTl・ T2が11.4m、 T3・ T4が13.3m前後を測る。

(2)調査結果

対象地の現況は畑である。T3と T4の耕土直下は厚い盛土に覆われており、高低差がみられる。
Tl:I層 :現耕作土 (層厚約70cm)、 Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト (層厚約70cm)、 Ⅲ層 :オ リーブ褐
色シルト。出土遺物は耕作土から土師器を数点確認している。遺構の検出はなかった。

T2:I層 :現耕作土 (層厚約80cm)、 Ⅱ層 :黒褐色粘質シルト (層厚約50cm)、 Ⅲ層 :オ リーブ褐
色シルト。出土遺物は耕作土から土師器と須恵器を数点確認している。遺構の検出はなかった。

T3:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 I層直下は盛上が堆積している。遣構 。遺物の検出はなか
った。

-5-



T4:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 I層直下は盛上が約 2m堆積している。
出土遺物は耕作土から土師器と須恵器を数点確認している。遺構の検出はなかった。

5日 北代シャクドジ遺跡

(1)調査方法

北代シヤクドジ遺跡も重機の進入が困難であつたため、全て人力掘削で行った。幅 lm、 長さ 1～

2mの トレンチを5本設定した。標高は約15。 5mを測る。

(2)調査結果

Tl:I層 :現耕作土 (層厚約30cIIl)、 Ⅱ層 :オ リーブ褐色シルト (層厚約10cm)、 Ⅲ層 :黄褐色シ

ルト。遺構 。遺物の検出はなかった。

T2:I層 :現耕作土 (層厚約40c14)、 Ⅱ層 :オ リーブ褐色シルト (層厚約15cm)、 Ⅲ層 :責褐色シ

ルト。遺構・遺物の検出はなかった。

T3～ T5:I層 :現耕作土 (層厚約50～ 70cm)、 Ⅲ層 :黄褐色シル ト。遺構・遺物の検出はなか

った。

6.小竹貝塚

(1)調査方法

小竹貝塚は、幅1.8m、 長さ3mの トレンチを3本設定した。標高は約3.2mを測る。

(2)調査結果

調査対象地の現況は水田耕作地である。基本層序は、 I層 は現況である水田の耕作土、こ層は茶褐

色の旧表土、Ⅲ層は褐色土で木片を含む。Ⅳ層は木片を含む粘性の強い黒褐色土層。V層は緑灰色で

粘性が最も強く、無遺物層であった。貝片の検出もなく、今回の調査範囲については本調査の必要性

は認められない。以下に各 トレンチの層序の概要について簡単に記す。

Tl:I層 :現耕作土 (層厚約90cm)、 Ⅱ層 :オ リーブ掲色シル ト (層厚約50cm)、 Ⅵ層 :黒褐色粘

土 (層厚約40cm)、 V層 :緑灰色粘土。出土遺物はⅡ層から土師器と須恵器を数点確認している。

T3:I層 :現耕作土 (層厚約 lm)、 Ⅱ層 :オ リーブ褐色シルト (層厚約40cm)、 Ⅵ層 :黒褐色粘

土 (層厚約40cm)、 V層 :緑灰色粘土。出土遺物は耕作土から土師器を数を点確認している。

T4:I層 :現耕作土 (層厚約80cm)、 Ⅱ層 :オ リーブ褐色シルト (層厚約60cm)、 Ⅲ層 :オ リーブ

褐色粘質シルト (層厚約40cm)、 Ⅵ層 :黒褐色粘土 (層厚約30cm)、 V層 :緑灰色粘土。出土遺物はⅡ

層から土師器と須恵器を数を点確認している。

7日 下老子笹川遺跡

(1)調査方法

トレンチは変電所予定地の南東ブロックと、そこから西へ路線内に23本設定した。標高は南東側の

Tl～ T5、 T8～ T10が18.5m～ 18.9m、 T6、 T7、 T■～T13は 18。 lm～ 18.4mと 南東ブロッ

クでも南から北へと低 くなっている。路線内ではT14は 18.4m、 T15～ T19は 18,6m～ 18.9m、 T20

が19.Omと 、東から西へと高くなる傾向がみられる。西端ではT21は 18。 7m、 T22は 18.3m、 T23は

標高が最も低 く17.5mと なっている。

(2)調査結果
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調査地の現況は水田である。基本層序はほ場整備時の削平の程度により異なるが、堆積層の残 りの

良い トレンチで以下のようになる。 I層 :現況である水田の耕作土、Ⅱ層 :中近世遺物包含層、Ⅲ

層 :中近世遺構検出面、Ⅳ層 :弥生遺物包含層、V層 :弥生遺構検出面、Ⅵ層 :地山層となる。この

うちTl～ T4、 T8～ T10、 T14～ T21で Ⅲ層、Tl～ T3、 T15。 T16で はV層 にて遺構を検出

した。確認した遺構は土坑・溝で、出土遺物は弥生土器 。近世陶磁器などを確認した。これら以外の

トレンチについては、耕土直下に灰色砂と粘上の互層の自然堆積の様相がみられるのみで、遺構・遺

物は検出していない。よってTl～ T4、 T8～ T10、 T14～ T21ま での間、約600mの 区間、平面

積にしておよそ上層17,710♂、下層6,520ポ、延面積にして24,230ぽ について本調査が必要と認めら

れる。以下に各 トレンチの層序の概要について簡単に記す。

Tl:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 Ⅲ層 :灰責色砂 (層厚約30cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

にぶい黄色砂、暗オリーブ褐色ンル ト (層厚約25cm)、 V層 :黄灰色砂 (層厚約10cm)、 弥生遺構検出

層 )、 Ⅵ層 :黄灰色砂質シルト。出土遺物は確認していない。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝などを検

出した。

T2:I層 :現耕作土 (層厚約15cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約25cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗灰責色砂、黒褐色砂質シルト (層厚約30cm)、 V層 :責灰色砂 (弥生遺構検出層 )。 出土遺物はⅣ層

から弥生土器を確認している。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝、一部深堀した西側のV層で土坑などを

検出した。

T3:I層 :現耕作土 (層厚約15cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約25cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗灰責色砂、灰黄色砂、黄灰色砂、暗灰責色砂質シルト (層厚約70cm)、 V層 :黄灰色砂 (弥生遣構

検出層)。 出土遺物は確認していない。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝などを検出した。

T4:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 Ⅲ層 :灰責色砂 (層厚約15cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗灰黄色砂、灰黄色砂、黄灰色砂 (層厚約65cm)、 V層 :黄灰色砂。出土遺物は確認していない。遺

構はⅢ層上面にて土坑などを検出した。

T511層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約25cm)、 Ⅳ層 :暗灰黄色砂、責灰色

砂、暗灰黄色砂質シルト (層厚約 lm)、 V層 :責灰色砂。遺構・遺物の検出はなかった。

T6:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 Ⅱ層 :黒褐色シルト (層厚約20cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚

約 5 cm)、 Ⅳ層 :暗灰黄色砂、責灰色粘土 (層厚約25cm)、 V層 :黄灰色砂。遺構 。遺物の検出はなか

った。

T7:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 Ⅱ層 :暗灰責色シル ト (層厚約10cm)、 Ⅲ層 :灰責色砂 (層

厚約20c14)、 Ⅵ層 :黄灰色砂質シル ト。遺構 。遺物の検出はなかった。

T8:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約20cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

にぶい黄色砂、暗オリーブ褐色シル ト (層厚約25cm)、 V層 :責灰色砂。出土遺物は確認していない。

遣構はⅢ層上面にて土坑などを検出した。

T9:I層 :現耕作土 (層厚約40cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約15cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗灰責色砂 (層厚約10cm)、 V層 :黄灰色砂。出土遺物は耕作土から近世陶磁器、溝から弥生土器を

数点確認している。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝などを検出した。

T10:I層 :現耕作土 (層厚約40cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約15cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

責灰色砂、灰黄色砂、暗灰黄色砂質シルト (層厚約70c14)、 V層 :責灰色砂。出土遺物は耕作土から

弥生土器を数点確認している。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝などを検出した。
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T ll:I層 :現耕作土 (層厚約40cm)、 Ⅳ層 :暗オリーブ褐色シルト (層厚約25cm)、 Ⅵ層 :黄灰色

シルト、黒褐色シルト (層厚約45cm)、 V層 :黄灰色砂。遺構・遺物の検出はなかった。

T12:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約 5 cm)、 Ⅳ層 :黄灰色砂、暗灰責色

砂質シル ト (層厚約30cm)、 V層 :黄灰色砂。遺構 。遺物の検出はなかった。

T1311層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約10cm)、 Ⅳ層 :暗オリーブ褐色シル

ト、暗灰黄色砂質シル ト (層厚約40cm)、 V層 :黄灰色砂。出土遺物は耕作土から弥生土器を 1点確

認している。遺構の検出はなかった。

T14:I層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅲ層 :灰責色砂 (層厚約20cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗灰黄色砂、黄灰色砂、暗オリーブ掲色シル ト (層厚約30cm)、 V層 :黄灰色砂。遺構・遺物の検出

はなかった。

T15:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約20cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗オリーブ褐色シルト、黄掲色シルト (層厚約60cm)、 V層 :黄灰色砂 (弥生遺構検出層)。 出土遺物

は耕作土から弥生土器を数点確認している。遺構はⅢ層上面にて土坑 。溝などを検出した。

T16:I層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅲ層 :灰責色砂 (層厚約 5 cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗オリーブ褐色シル ト、責褐色シル ト、暗オリーブ褐色シル ト (層厚約50cm)、 V層 :黄灰色砂 (層

厚約20cm、 弥生遺構検出層 )、 Ⅵ層 :黄灰色砂。出土遺物は耕作土から弥生土器を数点確認している。

遺構はV層上面にて土坑・溝などを検出した。

T17:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約15cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗オリーブ掲色シルト (層厚約25cm)、 V層 :責灰色砂。遺構 。遺物の検出はなかった。

T18:I層 :現耕作土 (層厚約50cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約10cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗オリーブ褐色ンルト (層厚約15cm)、 V層 :黄灰色砂。出土遺物は確認していない。遺構はⅢ層上

面にて溝などを検出した。

T19:I層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅲ層 :灰責色砂 (層厚約10cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅳ層 :

暗灰黄色砂、暗オリーブ褐色シル ト (層厚約40cm)、 V層 :黄灰色砂。出土遺物は確認 していない。

遺構はⅢ層上面にて溝などを検出した。

T20:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 Ⅱ層 :暗灰責色シルト (層厚約20cm)、 Ⅲ層 :灰責色砂 (層

厚約15cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅵ層 :暗オリーブ掲色シルト (層厚約20cm)、 V層 :責灰色砂。出土

遺物は確認していない。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝などを検出した。

T21:I層 :現耕作土 (層厚約30cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚約15cm、 中近世遺構検出層 )、 Ⅵ層 :

暗オリーブ褐色シルト。出土遺物は遺構から近世陶磁器を数点確認している。遺構はⅢ層上面にて土

坑・溝などを検出した。

T22・ T23:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 I層直下は盛土に削平されていた。遺構 。遺物の検

出はなかった。

8.江尻遺跡

(1)調査方法

江尻遺跡のトレンチは鉄道運輸機構との協議の結果、当初対象地の東端に幅1.6m、 長さ15mの ト

レンチを 1本設定した。標高は約20mを測る。

(2)調査結果
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調査対象地の現況は水田である。調査地の基本層序は I層 :現況である水田の耕作上、Ⅱ層 :弥生

遺物包含層、Ⅲ層 :弥生遺構検出層、Ⅳ層 :地山層となる。検出した遺構は、平成 7年度に対象地の

北側で当財団が能越自動車道関連調査をおこなった際に検出した、谷の続きかと思われる。谷からは

弥生土器が出土した。よって、Tlの区間、平面積にして930ポについて本調査が必要と認められる。

Tl:I層 :現耕作土 (層厚約45cm)、 Ⅱ層 :暗灰黄色シルト (層厚約10cm)、 Ⅲ層 :にぶい責色砂

(層厚約20cm、 遺構検出層 )、 Ⅳ層 :にぶい黄色礫。出土遺物は谷の埋土から数点の弥生土器を確認し

た。遺構はⅢ層上面にて谷と、この谷を切る溝を検出した。

9.開諄大滝遺跡

(1)調査方法

開砕大滝遺跡は幅1.8m、 長さ10～ 15mの トレンチを2本設定した。標高は約22mを測る。

(2)調査結果

基本層序は、 I層 :現況である水田の耕作土、Ⅱ層 :黄灰色シルト、Ⅲ層 :灰黄色砂、Ⅳ層 :責灰

色シルト、V層 :オ リーブ褐色礫となる。総覧すると灰色シルトと黄色砂の互層により構成され、漸

次的な自然堆積の様相がみられる。遺構 。遺物はともになく、本調査の必要性は認められない。以下

に各 トレンチの層序の概要について簡単に記す。

Tl:I層 :現耕作土 (層厚約20cm)、 Ⅱ層 :責灰色シルト (層厚約10cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚

約 5 cm)、 Ⅳ層 :黄灰色シルト。遺構・遺物の検出はなかった。

T2:I層 :現耕作土 (層厚約25cm)、 Ⅱ層 :黄灰色シルト (層厚約10cm)、 Ⅲ層 :灰黄色砂 (層厚

約 5 cm)、 V層 :オ リープ褐色礫。遺構・遺物の検出はなかった。

10日 下川原遺跡

(1)調査方法

下川原遺跡は小矢都市野端 。後谷地内に所在する。小矢部川の支流である砂川左岸側にあり、宝達

丘陵から派生する段丘の先端部に位置している。調査対象地の現況は水田および畑で、標高は32.8～

35.3m、 調査対象面積は1,860♂である。試掘 トレンチ (略号T)を 4カ 所設定した。表土及び遺構

検出面とみられる層まで重機 (バ ックホー)に より掘削をおこない、遺構 。遺物の有無を確認した。

また、部分的に下層の状況確認のため深堀をおこなった。調査面積は81♂である。

(2)調査の結果

T2は段丘上、Tl・ 3・ 4はその段丘下の低地部分となる。そのため、T2と Tl・ 3・ 4で基

本層序が異なる様相を呈する。

T2では、上から I層 :現耕作土・盛土、Ⅱ層 :黒褐色粘質土、Ⅲ層 :黄灰色粘質上、Ⅳ層 :黒褐

色粘質土、V層 :灰色砂質土となる。 I層 は約 lmの厚さがあり、現耕作土は0,4m程、残 りは地形

改変に伴う盛土となる。盛土には弥生時代後期～終末期、古墳時代後期、古代の遺物が混入する。Ⅱ

層は厚み約0。 1～ 0.2mで堆積し、弥生時代後期～終末期の遺物が包含される。Ⅲ層上面にてⅡ層を埋

土とする溝・土坑が確認された。Ⅲ層は約0,3rnの厚みがあり、その上面はトレンチ内でほぼ水平と

なる。V層 はT2中央で約1.4mの深度、T2東端で約1.6mの深度で確認され、東に向かって低くな

る旧地形の様相を示している。地形が低くなるT2東端では、Ⅲ・V層の間にⅣ層の堆積が認められ

た。また、T2西端では南側に張り出す段丘を埋め戻した攪乱部分が確認された。
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Tl・ 3・ 4は低地部分に位置する。Tlは 1.5m程の深度まで掘削したが、 I層 :現耕作土・盛

土が確認されたのみである。T3は I層 :現耕作土・盛土、Ⅱ層 :緑灰色粘土 (地山)が確認され、

Ⅱ層上面までは約0.8mの深度を測る。T4は I層 :現耕作土・盛上が確認された。いずれも遺構・

遺物は認められなかった。

以上のように、Tl・ 3・ 4については遺構・遺物は確認されなかった。トレンチ周辺の低地部分

が、砂川の旧流路に近接し低湿な状況にあったため、遺構の形成はなかったと考えられる。このため、

本調査の必要はないと判断される。T2では、弥生時代後期～終末期の遺物包含層や遺構が確認され

た。T2の位置する段丘面上では、下川原遺跡の北側に後谷条里遺跡の存在が知られる。後谷条里遺

跡における既存の調査では弥生時代終末期の溝が確認されている (小矢部市教育委員会2001)。 こう

した状況を踏まえるならば、当該期を中心とした遺構・遺物の広がりが、この段丘面上に存在するこ

とが予見され、今回の調査地点はその南縁辺部に当ると言える。このため、T2を設定した田面部分

に関しては本調査の必要があると判断される。

まとめ

以上の調査結果をまとめると以下のようになる。

(1)水橋上砂子坂遺跡

遺構なし。耕土から数点遺物出土有 り。本調査の必要なし。T12からT14の 間の未調査地区は、宅

地撤去後試掘調査が必要である。

(2)水橋金広中馬場遺跡

T14から土坑・ピット状遺構を検出した。東側のA3地区では堀で囲われた中世の建物群が本年調

査されており、本対象地もこれに続く遺構が広がっているものと判断できる。これにより平面積にし

て800♂について本調査が必要と認められる。T14か ら西側の未調査地区は、宅地撤去後試掘調査が

必要である。

(3)新堀西遺跡

調査対象地のT5か ら土坑・溝などを検出した。東隣では、弥生時代後期から古墳時代前期の集落

が本年調査されており、本対象地もこれに続く遺構が広がっているものと判断できる。これにより平

面積にして900ポについて本調査が必要と認められる。

(4)呉羽富田町遺跡

遺構なし。耕土から数点遺物出土有 り。本調査の必要なし。Tlか ら東側とT3か ら西側の未調査

地区は、試掘調査が必要である。

(5)北代シャクドジ遺跡

遺構なし。耕土から数点遺物出土有 り。本調査の必要なし。T5か ら西側の未調査地区は、試掘調

査が必要である。

(6)小竹貝塚

遺構なし。耕土から数点遺物出土有 り。本調査の必要なし。T4か ら西側の未調査地区は、宅地撤

去後試掘調査が必要である。

(7)下老子笹川遺跡

Tl～ T4、 T8～ T10、 T14～ T21で Ⅲ層、Tl～ T3、 T15・ T16で はV層で土坑・溝などを

-10-



検出した。遺物は弥生土器 。近世陶磁器などを確認した。よつてTl～ T4、 T8～ T10、 T14～ T

21の 間、平面積にしておよそ上層18,790♂、下層6,990ぜ、廷面積にして25,780ド について本調査が

必要と認められる。T13の東側とT21か ら西側の未調査地区は、宅地撤去後試掘調査が必要である。

(8)江尻遺跡

Tlか ら谷などを確認した。出土遺物は弥生土器である。このことから、平面積にして950ぽにつ

いて本調査が必要と認められる。Tlの西側と東側の未調査地区は、宅地撤去後試掘調査が必要であ

る。

(9)開諄大滝遺跡

遺構・遺物なし。本調査の必要なし。T2か ら西側の未調査地区は、試掘調査が必要である。

(10)下川原遺跡

調査対象地のT2か ら弥生時代後期～終末期の上坑・溝などを確認した。出土遺物は弥生土器であ

る。このことから、平面積にして500だについて本調査が必要と認められる。
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蟄水橋金広中馬場遺跡 注

匠三日 本調査対象範囲
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匠三コ 本調査対象範囲
‐
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第 8図  水橋金広中馬場遺跡 。新堀西遺跡  トレンチ配置図 (1:2,000)
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写真 1

(7)T19東端土層断面 (南から)

(1)～ (8):水橋上砂子坂遺跡

(1)T14～ T19遠景 (西から) (2)T10遠景 (西から)

(3)T8東 端土層断面 (南から) (4)T8完掘状況 (東から)

(5)T15西端土層断面 (南から) (6)T15完掘状況 (東から)

(8)T19完掘状況 (西から)
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写真 2

(9)T14東端土層断面 (北から) (10)T14西端土層断面 (北から)

(11)T14機械掘削状況 (東から) (12)T14完掘状況 (東から)

(13)T4遠景 (西から) (14)T8遠景 (東から)

(15)T4東端土層断面 (南から)         (16)T判
(9)～ (12):水橋金広中馬場遺跡 (13)～ (16):新堀西遺跡

(16)T4完掘状況 (東から)
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写真 3

(23)T3土層断面 (北から)

(17)～ (20):新堀西遺跡  (21)～ (24)

(20)T8完掘状況 (東から)

´            =     1_

(24)T4土層断面 (東から)
:呉羽富田町遺跡

-26-

(17)T5中 央土層断面 (南から) (18)T5遺構検出状況 (北東から)

(19)T8西端土層断面 (南から)

(21)T2遠景 (西から) (22)Tl土層断面 (北から)



(25)Tl遠景 (東から) (26)T2人力掘削状況 (西から)

(27)T2土層断面 (北から)

(31)Tl完掘状況 (東から)           (32)1
(25)～ (28):北代シャクドジ遺跡 (29)～ (32):小竹貝塚

(28)T5土層断面 (北から)

(29)T3遠景 (西から) (30)Tl土層断面 (南から)

(32)T4土層断面 (南から)
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写真 5

(37)T2東端土層断面 (南から)

(39)T3西端土層断面 (南から)

(33)～ (40):下老子笹サII遺跡

(33)Tl遠景 (東から) (34)T3遠景 (東から)

(35)Tl西端土層断面 (南から) (36)Tl遺構検出状況 (南東から)

(38)T2遺構検出状況 (南東から)

(40)T3遺構検出状況 (南西から)

-28-



写真 6

(41)T8遠景 (東から) (42)T10遠景 (東から)

(43)T4西端土層断面 (南から) (44)T4遺構検出状況 (東から)

(45)T8西端土層断面 (南から) (46)T8遺構検出状況 (南東から)

(47)T9西端土層断面 (南から)

(41)～ (48):下老子笹川遺跡

(48)T9遺構検出状況 (南東から)
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写真 7

T ll東端土層断面 (南から)

(55)T13西端土層断面 (南から)

(49)～ (56):下老子笹川遺跡

(52)T6完掘状況 (東から)

(49)T7遠景

汗lⅢⅢⅢギ41

(ラ柾から)

祭さ贔
―

i!孟将:ゞ ヨヽ争

(50)T ll遠景 (東から)

T6西端土層断面 (南から)

I舗半転i■1基

(54)TH機械掘削状況 (東から)

(56)T13完掘状況 (東から)

-30-



写真 8

(57)T15遠景 (北東から) (58)T16遠景 (南西から)

(59)T15北端土層断面 (東から) (60)T15遺構検出状況 (北東から)

(62)T16東端土層断面 (南から)(61)T15完掘状況 (北から)

(63)T16遺構検出状況 (東から)

(57)～ (64):下老子笹川遺跡

(64)T16完掘状況 (東から)
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(65)T18遠景 (西から) (66)T21遠景 (南から)

(67)T18東端土層断面 (南から) (68)T18遺構検出状況 (南から)

(69)T20西端土層断面 (南から) (70)T20遺構検出状況 (南東から)

(71)T21東端土層断面 (南から)

(65)～ (72):下老子笹川遺跡

(72)T21遺構検出状況 (南東から)
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写真10

(73)Tl遠景 (北東から) (μ)Tl西 端土層断面 (南から)

(75)Tl遺構検出状況 (南東から) (76)Tl完掘状況 (西から)

(77)Tl遠景 (東から) (78)Tl北東端土層断面 (南東から)

(79)T2機械掘削状況 (西から)

(73)～ (76):江尻遺跡 (77)～ (80):開諄大滝遺跡

(80)T2完掘状況 (西から)
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写真11

(81)Tl全景 (東から) (82)Tl西端土層断面 (南から)

(83)T2作業風景 (84)T2中 央土層断面 (南から)

(85)T2東端土層断面 (南から) (86)T3全景 (西から)

(87)T3西端土層断面 (南から)

(81)～ (88):下川原遺跡

(88)T4土層断面 (東から)
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写真12

下老子笹川遺跡出土遺物

下川原遺跡出土遺物 :1.2 水橋上砂子坂遺跡出土遺物 :3.4 呉羽富田町遺跡出土遺物 :5～ 8
江尻遺跡出土遺物 :9.10 小竹貝塚出土遺物 :11 新堀西遺跡出土遺物 :12

・滲
５
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所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コー ド 北緯 東経 調査期間 調査面積

r

調査原因

市町村 貴跡番拝

水橋上砂子坂遺跡 16201
20071016～

20071019
360nF
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

水橋金広中馬場遺跡 富山市水橋中馬場 16201 20070906 40nF
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

新堀西遺跡 富山市水橋新堀 1620ユ
20071022

20071023
233コド
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

呉羽富田町追跡 富山市北代 1620ユ 20071126 7♂
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

北代シャクドジ遺跡 富山市北代 16201
20071126

20071204
２
ｍ
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

小竹貝塚 富山市高木 16201 20071101 16Υ
北陸新幹線建設に伴う

包蔵地確認調査

下老子笹川遺跡
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16202 422072
20071108^ヤ

20071115
892n汗
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

江尻遺跡 高岡市福岡町江尻 16202 422073 20071119 2411i
北陸新幹線建設に伴う

包蔵地確認調査

開帯大滝遺跡 高岡市福岡町開待 16202 422079

36°

41′

13″

３６

５５

３４

20071119 45Υ
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

下川原遺跡 小矢部市野端 209036
20070822^―

20070824
81Υ
北陸新幹線建設に伴う
包蔵地確認調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

水橋上砂子坂遺跡 遺構なし

水橋金広中馬場遺跡 集落 中世 土坑 遺構を確認

新堀西追跡 集落 弥生～古墳 土坑・浦 土師器 東側に遺構・遺物を確認

呉羽富田町遣跡 遺構なし

北代シャクドジ遺跡 遺構なし

小竹貝塚 遺構なし

下老子笹川遺跡 集落
中近世

弥生
土坑・溝 近世陶磁器・弥生土器

南東側 と中央部 に遺

構・遺物を確認

江尻遺跡 集落 弥生 溝 弥生土器 遺構・遺物を確認

開砕大滝追跡 遺構・遺物なし

下川原遺跡 集落 弥生 土坑・溝 弥生土器 遺構・遺物を確認
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